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「手に手つないで」

会　長　沖 野 　 満会 長 挨 拶

ソングリーダー　竹 本 義 明唱 和

会　長　沖 野 　 満点 鐘

副会長　瀧 本 　 守来訪者紹介

先週から各地で異常寒波

とインフルエンザが猛威を

ふるっております。会員の

皆様十分お体に気をつけて

下さい。

さて、松前ガバナーメッ

セージの中で1905年２月23日

はポール・ハリス他３人がシカゴで初めて会食

を開いた日で、この日はロータリーの創立記念

日です。よって２月は「世界理解月間」と指定さ

れています。この月間中は、ロータリークラブ

は、世界平和に不可欠なものとして理解と善意

を強調するクラブプログラムを行うよう要請さ

れています。

又、２月23日の創立記念日は世界理解と平和

の日と定められ、各クラブはこの日、国際理

解と友情と平和へのロータリーの献身を特に認

め、強調しなければなりません。当クラブでも

２月17日（金）に障害者との交流を深める為のボ

ウリング大会を開催する事になっています。全

員参加よろしくお願い致します。

平岩裕一郎様（歯科医師）

平岩裕一郎君、本日の卓話よろしくお願い致

します。

英国首相だったチャーチルはノーベル平和賞

をもらっている。政治家だからノーベル平和賞

と思われがちだが、彼は長大な「第２次大戦回

顧録」で文学賞を射止めた。

国家存亡の非常時に首相に就任した1940年５

月10日、深夜のベッドでの感慨をこう記してい

る。「過ぎ去った人生のすべては、ただこの時、

この試練のための準備にすぎなかったという気

がした」。

ときにチャーチルは65歳。戦端（戦争のきかっ

け）は開かれ、ドイツのヒトラーは欧州を制圧

しつつあった。命運の尽きかけた英国を、この

リーダーの不退転の信念が救うのは歴史の示す

ところである。

野田首相が年頭の会見でチャーチルを引き合

いにしたのも、いまの国難と不退転を重ね合わ

せてのことだったのではないでしょうか。災害

に加え、国の借金はとうに危険水域にある。社

2012年２月８日　第１３４２回　例 会

司　会　　会場委員長　松 尾 晋 吉

ロータリー理解推進月間 本日のお知らせ　　（２月17日）

【15日の例会日変更】

障がい者ボウリング大会

　　　　会　場／小牧国際ボウル
　　　　担　当／社会奉仕委員会

　　（1343回）

次回のお知らせ　　（２月22日）

【夜間例会(18:30)】

　　　　 会　場／浄心「大森」

　　（1344回）
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沖野君　長男が２月11日に結婚式を挙げます。

片山君　社会奉仕事業のボウリング大会、会員

の皆様の協力をお願いします。よろしく。

赤堀君　業務多忙

毛利君　業務多忙

熊澤君　寒いです。カゼに気を付けましょう。

妻の誕生日祝いをいただきました。平岩先生

（ジュニア）卓話ご苦労様です。

竹本君　誕生日祝いを有難うございます。

委員長　吉 田 　 透ニコボックス

委員長　森 川 洋 司出 席 報 告

会員数：35名 出席数：27名 出席率：84.3％
第1340回（前々回）　修正出席率：100％

１．会長エレクト研修セミナーの（ＰＥＴＳ）の

案内が来ています。

　　日　時／３月18日（日）　9:30 ～

　　場　所／ウエスティンナゴヤキャッスル

　　出席者／大野会長エレクト、堀尾次期幹事

２． ２月17日障害者ボウリング大会は必ずロー

タリーベストを着用してください。

３．ロータリー手帳の案内です。希望者は事務

局まで連絡願います。

４．第18回西尾張分区ロータリークラブ美術展

作品募集の案内が来ています。

　　開催日時／３月20日～３月25日まで

　　場　所／稲沢市荻須記念美術館

　　　　　　第１、第２室

　　出展料／１人3,000円　３点まで

　　申込期日／２月末日迄

　　※詳しくは事務局まで連絡してください。

第1342回（本日計）　　　　　 31,000円
本日迄の累計額　　　　　1,210,000円
平岩裕一郎　様　　　　　　 15,000円
合　　　　　計　　　　　1,225,000円

会保障は揺らぎ、このままでは日本は根腐れし

かねない。もっとも自民党にしても、「偽りの政

権に終止符を」などと解散を叫ぶばかりでまっ

たく先が見えてこない。

１月24日はチャーチルの47回目の命日にな

る。享年90の辞世の言葉「もうすっかり、いや

になったよ」は最期のユーモアでもあったろう。

同じ言葉が日本の政治への嘆き節となってし

まっては、そんな日本ではやりきれない気持ち

でいっぱいです。

すばらしい一日でありますように。

幹　事　熊 澤 勝 則幹 事 報 告

５．地区より次年度の委嘱状が届いています。

　　研修委員会　瀧本　守君

　　広報・雑誌委員会　堀尾明史君

　　Ｒ財団恒久基金大口寄付委員会　熊澤勝則君

　　　地区からの委嘱状を受ける三名

左から、堀尾君（地区広報委員会）

　　　　熊澤君（恒久基金・大口寄付委員会）

　　　　瀧本君（地区研修委員会）

平岩慎次君の代理で、ご子息裕一郎様から卓話

を頂く。（卓話内容はＨＰでご覧ください）


